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年
も
新
た
に

幸
せ
を
願

っ
て

本
年
も

益

々
豊
か
な
生
活
を
招
く
西
大
路
沿
線
に

杞
ら
れ
た

あ
ら
た
か
な
神

々
の
ご
利
益
を

お
授
か
り
下
さ

い

西
大
路
七
福
社

ご
利
益
め
ぐ
り
に

つ
い
て
…
３

わ

ら

天
神

宮

平
野
神

社

熊
野
神
社
衣
笠
分
社

大
将
軍

八
神
社
…
…
…

西
院
春
日
神
社

酵  機

若

一
神
社
…
…
…
‥

吉

祥

院
天
満
官
…
…
…
…
…
…
・
１７

コ
ー

ス
例

・
地
図
…
…
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各
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…
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〈
開
催
期
間
〉
元
ユ
よ
り

二
月
末
日
も
で
す
が

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
無

く
な
り
次
第
終
了
に
な
り
ま
す
。

朝
九
時
よ
り
夕
方
五
時
ま
で

〈
朱

印

料
〉
各
社
　
五
百
円

各
神
社
に
て
専
用
色
紙
を

ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

〈
記

念

品
〉
色
紙
に
セ
社
全
部

の
朱
印
を

受
け
ら
れ
た
方
は
、
参
拝
記
念

の

「
千
支
置
物
」
を
授
与

い
た
し
ま
す
。

セ
社
目
の
神
社
に
て
引
換
券
に
民
名

・

祈
願
事
を
記
入
し
て
ご
提
示
下
さ

い
。

平
成
十
年

の
色
紙

（
見
本

）

あ

ぐ
り千

支
置
物

（
見
本

）
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西
大
路
七
福
社
ご
利
益
め
ぐ
り
に

つ
い
て

当
時
、
有
名
神
社
が
集
積
す
る
東
大
路
界
隈
に
く
ら
べ
余
り

知
ら
れ
て

い
な

い
西
大
路
，界
隈
の
歴
史
を
多
く

の
人
に
知

っ
て

も
ら
お
う
と
、
昭
和
二
十
八
年

（
一
九
八
二
）
か
ら
始
ま
り
、

今
和

四
年
で
四
十
日
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

西
大
路
は
、
京
都
市

の
西
域
を
金
閣
寺

の
前
か
ら
十
条
通

り
ま
で
南
比
に
通

っ
て
お
り
東
大
路
と
対
に
な
る
大
通
り
で
す
。

平
安
時
代

の
西
大
路
は
、
平
安
京

の
中

走
で
あ
る
朱
雀
大
路
に

程
近
く
、
野
寺
小
路
と
呼
ば
れ
道
幅
十

二
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る

都

の
メ
イ

ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
し
た
。

こ
の
西
大
路
を
は
さ
ん
だ
東
西
両
側
に
、
古
く
か
ら

の
歴
史

と
由
緒

・
格
式
を
も

つ
神
社
が
セ
社
あ
り
ま
す
。
初
春
に
こ
れ

ら
七
社
に
参
拝
を
し
て
朱
印
を
受
け
る
行
事
が

「
西
大
路
七
福

3

社
ご
利
益
め
ぐ
り
」
で
す
。
全
行
程
約
七
キ

ロ
の
西
大
路
を
ま

っ
す
ぐ
進
む
比
較
的
わ
か
り
や
す

い
順
路
で
、
ゆ

っ
く
り
歩

い

て
も

一
日
で
参
拝
で
き
る
こ
と
や
、
学
問

。
安
産
か
ら
開
運
出

世

・
延
命
長
寿
ま
で
の
人
生

の
節
目
ふ
し
め
を
守

っ
て
く
だ
さ

る
神
様

の
ご
利
益
が

い
た
だ
け
ま
す
。
健
や
か
で
幸
多
き

一
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ＬＥ■３
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て

ん

じ

ん

わ
ら
天
神
官

社
号
を
菅
生
石
部
神
社
の
範
称
で
あ
る

「敷

地
神
社
」
と
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
應
仁
の
乱
な
ど
で

一
時
荒
廃
し

ま
し
た
が
、
仮
社
殿
を
設
け
て
御
神
徳
を
受

け
継
ぎ
、
弘
化
四
（
一
人
四
セ
）
年
の
大
補

修
、
昭
和
十

（
一
九
二
五
）
年
の
改
修
を
経

て
現
在
に
至
り
ま
す
。

当
社
で
は
古
来
よ
り
稲
わ
ら
で
編
ん
だ
籠

で
神
禦
を
捧
げ
て
お
り
、
や
が
て
抜
け
落
ち

た
わ
ら
を
、
安
産
を
願
う
妊
婦
さ
ん
が
持
ち

帰
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
の
ち
に
そ
の
わ

ら
を
切
り
取
り
、
安
産
の
お
守
り
と
し
て
妊

婦
さ
ん
に
授
与
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
す
。

そ
の
わ
ら
の
お
守
り
の
珍
し
さ
か
ら

「わ
ら

天
神
官
」
と
い
う
麺
称
名
が
広
ま
り
、
定
着

し
ま
し
た
。

【京
都
市
比
区
衣
笠
天
神
森

町
十
】

【
○
セ
ニ

‐
四
六

一
‐
セ
六
七
六
】

安
産

・
子
授
け

・
縁
結
び

わ
ら
天
神
官
の
正
式
名
称
は

「敷
地
神
社
」

と
い
い
、
そ
の
起
源
は
光
山
の
神
と
い
う
出
を

神
格
化
し
た
存
在
で
し
た
。

天
長
八
（
八
二

一
）
年
、
こ
の
地
に
水
室
が

設
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
人
役
と
し
て

カロ
賀
国
の
人
々
が
移
住
し
て
き
ま
し
た
。
彼
ら

は
移
住
に
あ
た
り
崇
敬
し
て
い
た
菅
生
石
部
神

の
分
霊
を
勧
請
し
、
ご
祭
神
に
そ
の
御
母
木
花

開
耶
姫
命
と
定
め
、
北
山
の
神
の
西
隣
に
杞
り

ま
し
た
。

應
永

四
（
一
二
九
七
）
年
、
足
利
二
代
将
軍

義
満
に
よ
る
比
山
第

後
の
庇
苑
寺

（
金
閣
寺

）

の
造
営
に
あ
た
り
参
拝
に
不
便
と
な

っ
た
こ
と

か
ら
、
両
社
を
合
杞
し
て
現
在
地

へ
遷
座
、
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〓
示

ひ

ら

の

じ

ん

じ

ゃ

平
野
宮
本

町

一
】

六

一
‐
四
四
五
〇
】

平
野
神
社

開
運

・
良
縁

・
竜
願
成
就

セ 都

五 市
| タヒ

四 区

し

ょ

く

に

は

ん

ぎ

「続
日
本
記
」
に
よ
る
と
、
奈
良
時
代
末
期
の

延
暦
元
年

（
七
八
二
年
）、
平
成
京
の
田
村
後
官

に
杞
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
桓
武
天
皇
に
よ
る
平

安
京
港
都
に
伴

っ
て
大
内
裏
邊
く
に
移
し
杞
ら

れ
た
の
が
平
野
神
社
の
創
建
に
な
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
「延
喜
式
」
に
よ
れ
ば
、
全
国
で

唯

一
の
皇
太
子
御
親
祭
が
定
め
ら
れ
た
神
社
で

す
。
中
せ
に
は
荒
廃
し
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代

寛
永
年
間
に
平
民
嫡
流
の
公
卿
、
西
洞
院
時
慶

に
よ
り
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

再
建
さ
れ
た
本
殿
は
、
第

一
殿
と
第
二
殿
、

第
二
殿
と
第

四
殿
が
そ
れ
ぞ
れ
合

い
の
間
を
挟

ん
で
逹
結
す
る
形
式
を
採

っ
て
お
り
、
「平
野

造
」
と
称
さ
れ
る
当
社
独
特
の
形
式
で
国
指
定

7

重
要
文
化
財
で
す
。
中
門
前
に
建
て
ら
れ
て

い
る
拝
殿
は
、
慶
安
二
年

（
一
六
五
〇
年

）

に
東
福
門
院
に
よ

っ
て
寄
進
さ
れ
た
も

の
と

い
い
、
京
都
府
指
定
文
化
財
で
す
。

当
社
は
古
く
か
ら
桜
の
名
所
と
し
て
知
ら

れ
、
境
内
に
は
約
六
十
種

四
百
本

の
桜
が
あ

り
ま
す
。
平
安
期
に
は
貴
族
た
ち
が
さ
ま
ざ

ま
な
桜
を
楽
し
み
、
江
戸
期
に
は
庶
民
に
も

夜
桜
が
許
さ
れ
、
「
平
野
の
夜
桜
」
は
京
都
を

代
表
す
る
花
見
の
名
所
と
な
り
ま
し
た
。

平
野
神
社
原
木

の
桜
も
多
く
、
約

一
ヶ
月
半

と
い
う
長

い
期
間
、
各
種
の
桜
を
愛
で
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
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の

じ

ん

じ

や

ヽ

ぬ

が

ヘ

ん

し

や

含ヒ
く

′` ｀` ま

野
神
社

衣
笠
分
社
【京
都
市
北
区
小
松
原

【
○
セ
ニ

‐
四
六

一
‐

て
大
修
造
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
本
殿
は

そ
の
際
の
も
の
で
、
代
表
的
な
流
れ
造
り
の
社

殿
で
、
礎
石
は
す
べ
て
白
川
扁
材
を
重
積
し
た

も
の
で
あ
り
、
屋
根
檜
皮
は
光
格
上
皇
の
寄
進

に
よ
る
も
の
で
す
。
明
治
維
新
以
後
は
神
仏
分

離
に
よ
り
熊
野
神
社
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

当
熊
野
神
社
衣
笠
分
社
の
鎮
座
地
に
は
、
朝

廷
に
仕
え
た
典
薬
医
の
屋
敷
が
あ
り
ま
し
た
。

彼
は
孝
明

・
明
治

・
大
正
の
二
天
皇
の
診
療
に

携
わ
り
、
晩
年
は
京
都
に
戻
り
漢
方
医
院
を
開

業
し
ま
し
た
。
熊
野
神
社
を
崇
敬
す
る
こ
と
殊

の
外
篤
く
、
没
後
に
そ
の
屋
敷
地
の
寄
進
を
受

け
社
殿
を
設
け
て
、
こ
の
地
で
も
熊
野
大
神
を

お
杞
り
し
て
い
ま
す
。

◎
本
社
鎮
座
地

京
都

熊
野
神
社

京
都
市
左
京
区
聖
議
院
山
工
町
四
二

-lfユヒ

ノ＼ 口丁

一

一二

五

】

一一一　ヽ一ハ
】

熊
野
神
社

衣
笠
分
社
は
京
都

熊
野
神
社
（
東
大

路
九
太
町
西
比
角
鎮
座
）
の
分
社
で
す
。

京
都

熊
野
神
社
は
、
弘
仁
二
年

（
八

一
一
）
に
修

験
道
の
日
園
上
人
が
こ
の
地
に
紀
州
熊
野
大
神
を

勧
請
し
た
の
が
始
ま
り
で
、
当
時
は
白
川
熊
野
社

ま
た
は
熊
野
権
現
社
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

寛
治
四
年

（
一
〇
九
〇
）、
白
河
上
皇
の
勅
願
に

よ
り
聖
護
院
が
創
建
さ
れ
る
と
、
そ
の
鎮
守
社
と

な
り
ま
し
た
。
應
永
三
年

（
一
二
九
六
）
に
は
足
利

義
満
公
に
よ
り
広
大
な
社
地
を
寄
進
さ
れ
ま
し
た

が
、
應
仁
の
乱
の
戦
乱
に
よ
り
荒
廃
し
、
僅
か
に

小
洞
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
寛
文
六
年

（
一
六
六
六
）、
聖
護
院

官
道
寛
法
親
工
に
よ
り
再
定
さ
れ
、
天
保
六
年

（
一
人
二
五
）
に
は
下
嗚
神
社
旧
本
殿
が
移
築
さ
れ

縁
結
び

・
安
産

病
気
平
癒

9
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ノ＼ :

神
社

じ

ん

じ

や

■

を
共
に
お
杞
り
し
、
大
将
軍
八
神
官
と
改
称

し
、
明
治
以
降
に
現
名
称
と
な
り
ま
し
た
。

平
安
朝
以
来
、
工
城
鎮
護
の
神
と
し
て
篤

い
崇
敬
を
受
け
、
現
在
も
建
築

・
移
転

・
婚

姻

・
旅
行

・
交
通
な
ど
毎
日
の
生
活
に
お
い

て
あ
ら
ゆ
る
災
厄
か
ら
人
々
を
守
護
す
る
方

除
け

。
厄
除
け
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い

ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
、
方
除
け
厄
除
け
参

り
が
流
行
し
、
そ
の
時
期
に
建
立
さ
れ
た
天

保
十

一
年

（
一
八
四
〇
）
の
標
石
は
現
在
も

門
前
に
残

っ
て
い
ま
す
。

宝
物
館

「方
徳
殿
」
に
は
天
球
儀
や
貴
重

な
天
夫
暦
道

の
資
料
を
所
蔵
し
、
ま
た
平
安

中
期
か
ら
鎌
倉
時
代
作
の
約
八
十
体
の
神
像

が
納
め
ら
れ
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

当
社
は
延
暦
十
二
年

（
セ
九
四
）
の
平
安
遷
都

の
際
、
桓
武
天
皇

の
勅
願
に
よ

っ
て
、
奈
良
春

日
山
麓
よ
り
大
将
軍
神
を
大
内
裏

の
比
西
角

（
陰
陽
道

の
天
門

）
の
地
に
勧
請
し
、
国
家
守
護

を
祈
念
し
た

の
が
始
ま
り
で
す
。

大
将
軍
神
と
は
、
陰
陽
道

・
道
教

の
信
仰
に

よ
る
方
位
を
司
る
星
神
で
あ
り
、

こ
の
神
の
方

位
を
犯
す
と
厳
し

い
咎
め
を
受
け
る
と
い
う
の

で
、
古
来
非
常
に
選
れ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

社
号
は
初
め
、
陰
陽
道

の
お
堂
と
し
て
大
将

軍
堂
と
称
さ
れ
、
應
仁
の
乱
の
荒
廃
後
に
神
社

と
し
て
復
興
。
江
戸
時
代
中
期
に
大
将
軍
神
を

始
め
、
暦
の
神
八
将
神
と
素
英
嗚
尊
と
そ
の
御

子
八
神
が
習
合
。
さ
ら
に
聖
武

・
桓
武
両
天
皇

【京
都
市
上
京
区

一
条
御
前
重
西
入
ル
ニ
丁
目
西
町
四
八
】

【
○
セ
ニ

‐
四
六

一
‐
〇
六
九

四
】

方
除
け

厄
除
け
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へ
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い西
院
春
日
神
社

こ
の
石
は

「疱
沿
石
」
と
し
て
毎
月

一
日

・

十

一
日

・
十
五
日
に
特
別
に
公
開
さ
れ
ま
す

ま
た
、
御
祭
神
は
藤
原
民
の
御
祖
先
に
あ

た
り
、
平
安
時
代
以
来
藤
原
氏
が
崇
敬
さ
れ

四
月
の
藤
花
祭
に
は
御
神
前
に
貞
明
皇
后

ご
由
緒
に
よ
る
京
都
御
所

。
飛
香
合

（
藤
壼
）

を
は
じ
め
近
衛
家

。
九
條
家

・
冷
泉
家

・

山
科
家
等

藤
原
民

一
族
の
公
家
旧
家
よ
り

奉
納
の
藤
花
が
被
露
さ
れ
ま
す
。

境
内

の
還
来
神
社
は

「旅
行
安
全
祈
願
」

境
外
の
別
官
　
西
四
条
斎
官
　
野
々
官
神
社

は

「最
古

の
野
々
官
聖
地
跡
」
で
あ
り

「女
性
の
守
護
神
」
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い

ま
す
。

【京
都
市
右
京
区
西
院
春
日
町
六
一
】
病
気
平
癒

・
厄
除
け

【○
セ
ニ
‐
二
一
二
‐〇
四
セ
四
】

旅
行
安
全

御
祭
神
と
御
神
徒

建

御

賀

豆

智

命
　
　
　
　
　
　
武
術
の
神

伊

波

比

主

命

　

　

　

　

　

　

武
術
の
神

天

児

屋

根

命
　
　
　
　
　
　
　
学
問
の
神

天

美

津

玉

照

比

売

命
　
　
　
　
美
徳
の
神

当
社
は
、
平
安
時
代

天
長
十
年

（
八
二
二
）

淳
和
天
皇
の
お
ば
し
め
し
に
よ
り
、
奈
良

春
日

大
社
か
ら
御
分
霊
を
理
え
ら
れ
ま
し
た
。
淳
和

ヽ`

ん

か

す

が

じ

ん

じ

や

ｎ几
幸
不

た

か

こ

な

∵

天
皇

の
皇
女

素
子
内

の

ぅ
　
　
　
に

―

′
、
う

工
が
疱
塔

（
天
然
痘
）

を
離
″ヽ

れ
た

際
、

当
社

に
祈

願
を

さ
れ
た

と

こ

ろ
内
親

工

の
身

代
わ
り

と
し

て
神
前

の
石

に
疱

塔

が
移
り
、

内
親

工
が
ご

快
復
さ

れ

て
か
ら

病

気

平
癒

・
災

難
身

代

わ
り

の
神

と
さ
れ
、

海
Ｅ
Ｆ
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神
社

臣
に
任
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
一昇
進
を
感
謝
し
て

清
盛
公
自
ら
が
植
え
た
の
が
、
現
在
も
西
大

路
通
沿

い
に
そ
び
え
る
大
楠
で
す
。
そ
の
後

も
、
清
盛
公
の
勢
咸
は
益

々
伸
び
た
こ
と
か

ら
、
現
在
も
開
運
出
世
の
ご
利
益
の
あ
る
神

様
と
し
て
尊
景
を
集
め
て
い
ま
す
。

境
内
に
あ
る
末
社
の
寿
命
社
は
、
天
二
年

間

（
一
五
セ
ニ
～

一
五
九
二
）
に
播
磨

の
高

砂
神
社
か
ら
勧
請
し
、
能

「高
砂
」
で
知
ら

れ
る
高
砂
尉
と
姥
を
ご
祭
神
と
し
て
、
夫
婦

円
満

。
子
孫
繁
栄

・
延
命
長
寿
に
ご
利
益
が

あ
り
ま
す
。
他
に
も
、
市
杵
島
姫
命
を
ご
祭

神
と
し
芸
能

・
音
楽

・
福
運
に
ご
利
益
が
あ

る
弁
財
天
社
、
松
尾
大
神
を
勧
請
し
た
松
尾

社
、
稲
荷
大
神
を
勧
請
し
た
稲
荷
社
、
当
神

社
の
神
職
及
び
総
代
等
を
杞
る
祖
霊
社
が
あ

り
ま
す
。

【京
都
市
下
京
区
七
条
御
所
ノ
内
本
町
九
八
】

【○
セ
ニ
‐
二

一
二
‐
八
九
二
八
】

開
運

・
出
世

若

一
神
社
の
あ
る
こ
の
地
は
、
平
清
盛
公
が

六
波
羅
在
住
の
頃
、
開
明
的
な
公
が
西
国
街
道

と
出
陰
道
の
交
わ
る
重
要
な
要
衝
で
あ
り
清
ら

か
な
水
の
湧
く
風
光
明
媚
な
こ
の
地
に
別
邸
を

建
て
、
西
八
条
殿
と
称
し
ま
し
た
。

仁
安
元
年

（
一
一
六
六
）
に
紀
州
熊
野
に
詣
で

た
清
盛
公
に
、
「昔
、
咸
光
上
人
が
人
々
の
救
済

の
た
め
に
勧
請
し
た
熊
野
権
現
の
ご
分
霊
若

一

王
子
の
ご
神
体
が
西
八
条
の
上
中
に
埋
ま

っ
て

い
る
の
で
、
掘
り
出
し
て
杞
れ
」
と
の
お
告
げ

が
あ
り
ま
し
た
。
帰
京
の
後
、
邸
内
を
採
し
た

清
盛
公
は
、
お
告
げ
の
桑
り
若

一
王
子
の
ご
神

体
を
発
見
し
ま
し
た
。

社
殿
を
造

っ
て
西
八
条
殿
の
鎮
守
と
し
開
運

出
世
を
祈

っ
た
公
は
、
早
く
も
翌
年
、
太
政
大

く

―
口‐ヽヽ

ち

じ

ん

じ
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き

っ

し

ょ

う

い

ん

て

ん

ま

ん

ぐ

う

【京
都
市
南
区
吉
祥
院
政
所
町
二
】

【○
セ
ユ

‐
六
九

一
‐
ユ
ニ
○
二
】

吉
洋
院
天
満
官

ち
え
と
能
力
開
発

吉
祥
院
天
満
官
は
、
ご
祭
神
の
菅
原
道
真
公

が
お
亡
く
な
り
に
な

っ
て
二
十

一
年
目
に
、
道

真
公
誕
生

の
地
に
朱
雀
天
皇

の
勅
命
に
よ
り
創

建
さ
れ
た
最
初

の
天
満
官
で
す
。

こ
の
地
は
、
桓
武
天
皇
に
よ
る
平
安
邁
都
の

際
、
道
真
公
の
曽
祖
父
古
人
卿
、

租ヽ
父
清
公
卿

が
お
供
し
て
帝
よ
り
領
地
と
し
て
賜

っ
た
と
こ

ろ
で
す
。
清
公
卿
が
遣
唐
使
と
し
て
唐

へ
向
か

う
途
中
、
嵐
に
道
過
し
な
が
ら
も
吉
祥
天
女
の

霊
験
に
よ
り
難
を
逃
れ
、
無
事
使
節
の
任
を
呆

た
さ
れ
ま
し
た
。
帰
朝
後
、
吉
祥
天
女
の
像
を

刻
ん
で
自
邸
内
に
杞
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
が
地

名
古
祥
院
の
由
来
で
す
。

承
和
十
二
年

（
八
四
五
）
に
是
善
卿
の
子
と
し

て
誕
生
さ
れ
た
道
真
公
は
、
幼
少
の
頃
か
ら

学
オ
に
か
で
、
文
章
生
に
合
格
さ
れ
る
ま
で

は
こ
の
吉
洋
院
の
地
に
住
ま
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
も
寸
暇
を
惜
し
ん
で
勉
学
に
励
ま
れ

二
十
二
オ

の
若
さ
で
文
章
博
士
に
な
ら
れ
た
。

延
喜
三
年

（
九
〇
二
）
任
地
の
太
宰
府
に
て
、

京
を
想

い
、
二
十
九
オ

の
誡
ｔ
の
生
涯
を
閉

じ
ら
れ
ま
し
た
。

境
内
に
は
、
道
真
公
の
へ
そ
の
緒
を
埋
め

た
と
伝
わ
る

「胞
衣
塚
」
を
は
じ
め
、
少
年

時
代
に
習
字
に
使
用
し
た
と
い
う

「
硯
の
水
」

や
参
勤

の
と
き
に
姿
を
映
さ
れ
た
と
伝
わ
る

「鑑
の
井
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

今
和
九
年
に
は

「菅
公
十
百
二
十
五
年

萬
燈
祭
」
斎
行
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。

全
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(□)市バス バス停

次頁に各社詳細地図があ ります

四 条通

着一神社

∬

■

202

セ条通

，―

西
大
路
通
り

・

・―

　

．―
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一

■

〕ヒ

7

l   l

地下鉄東西線

20 19

西大路七福社ご利
`:Sめ
ぐり

比から南へのコース例

①わ ら天神宮

②平野神社

↓ 徒 歩で約 10分

↓

バ バ

ヽゝ

③熊野神社衣笠分社

↓ 歩で約 15・分

④大将軍八神社

I ;t ,; 7 a'Kt 10 h'

⑤西院春 日神社

＼

ヽ

ヽ

~~ヽ

↓ 市バ スで約 10分

⑥若一神社

____ノ

~~~~~ヽ
〆
~

↓ 徒歩で約 20分

⑦吉洋院天満官

京者lS駅 よ り市バ ス金閣寺

方面行 き 50・ 101・ 205系 統
～わ ら天神前下車

徒歩で約 10分

わら天神前

Ｎ
Ｏ
ヽ

Ｎ
Ｏ
Ｏ

衣笠校前下車

西
大
路
通
り

西
大
路
通
り

比野白梅町下車

204 九太町通り西 ノ京円町

西大路四条下車

205 セ条通り京都駅へ→西大路セ条

西大路ノ＼条下車

Ю
Ｏ
∞

西大路九条下車
徒歩約 15分
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ヲ1換 えを恙れずに (引 換券が必要です )
て引換券に名前住所等を記入 していただけると
ズです

吉祥院天満官よりJR西 大路 ,駅まで徒歩約 15分

~T~

口■

Ｃ
刃

□ ~~百

■

′ヽ 条 通

■

2o3

(光行 )

202

イ オ ン

十条通

日
‐

ロ
■

ヽ

ヽ

光大路 エ

ｒ
′
　
ロ

寺

ｒ

閣
●

口

全

Ｌ
ア
宅

ヽ
ら 天 神

西

大

1

路
通

り

l■
・

「 || |

」
一

|■
:

西

“
刀ヽ

Ｎ
Ｏ
Ｎ



■司

〓
〓
〓
〓

き行

大路ロ

|I I I

I、 ________ ___1

_●―
~:=|_ _ __

t

~麺

‐― LJ

,‐′ち
/

}'~

―
コ
~

|       |

コ ‐

前

204 205

1

蝿
平野神社

(市行き

ノ
/

イオン

Ｉ

三

/
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

1/′

.ヽ

ヽ

/

一
　

　

　

　

　

．

一
´
　

一
一

■

一
　

．
・

//ノ

・

一

．
　

一
　

．

I

』

島

2122

コ

西 院 | 神 社

]

豊
=壼 ぎ ′き

一覆

|=~1

ジョー シン

._11、

|

¬
~

_[1_

一一

彗
~

/
/

´

´
・

′
　

／ち
／

´
　
・

／

・／

~´
==r //`

´

__=」 三 二

=●T■‐―、.1  .―
´ 一

|

‐ ~    ||

´  ―  
メ

|

`´

 ́~I

-/{it.
ヽ


